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岡山市職員措置請求に係る監査について (通知)

平成 16年 9月 15日 付けで,地 方自治法第 242条 第 1項 の規定に基づき提出

された岡山市職員措置請求書については,慎 重に審査した結果,次 の理由により,

請求要件を欠くことから,却 下することが相当であると決定したので通知する。

(理由)

請求人らの主張は,岡 山市議会の各会派に対する政務調査費の交付に関する条例

(平成 13年 市条例第 1号 (以下 「条例もという。))に 基
づいて打風会に交付さ

れた平成 15年 度政務調査費の
一部について,条 例第 5条に規定する使途以外に使

用されたことを原因として,不 当利得返還請求権が発生しているので,そ の行使を

求めているものと解される。

しかし,岡 山市長が不当利得返還請求権の行使を怠っているか否かは,不 当利得

返還請求権の発生原因となる支出が,条 例第 5条 に規定する使途以外に使用された

か否かによるものであることから,本 件住民監査請求においては違法
・不当を主張

する支出を他の事項から区別して特定できるよう,個 別的,具 体的に摘示すること

を要するものと解される。

請求人らは,

(1)新風会について,研 究研修費及び調査旅費におけるガノリン代,タ クシ
ー代等

が他会派の平均的支出額
一人当たり月額 1万 2千 円に比べ,当 会派は, 一 人当た
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り月額 3万 7千 円強と突出しており,使 途基準に違反する支出であるとの結論を得

た。

(2)通常は会派間において,ガ ソリン代,タ クシァ代等の支出額に大差はないはず

で,新 風会の異常な支出は,所 属する議員において,会 派または議員としての研究

研修活動及び調査研修活動以外の私的活動あるいは政治活動におけるガノリン代,

タクシー代等に使用していることを示すもので,新 風会に所属する議員の研究研修

費及び調査旅費の使途は,条 例第 5条に違反する違法なものである。

と主張しているが,こ れらの主張は,対 象とする行為を他の事項から区別している

ものでもなく,請 求人らの疑間を提示したに過ぎず,ま た,こ れらの疑間をもつて

導法とするのは,請 求人らの主観的な憶測に過ぎないものである。

また,請 求人らは,

(3)新風会の平成 15年 度政務調査費支出査額にちいて,厳 正な監査を行い,岡 山

市が被った損害を補填する必要な措置を執るよう請求する。

としているが,住 民監査請求は,一 定具体的な財務会計行為又は怠る事実に限つて

その監査と非違の防止,是 正の措置とを監査委員に請求する権能を認めたものであ

つて,そ れ以上に一定期間にわたる行為を包括して,そ れを具体的に特定すること

なく,監 査委員に監査を求めることなどの権能までを認めたものではない。

結局,請 求人らの主張は,監 査の対象とする行為を他の事項から区別して,特 定

できるよう個別的,具 体的に摘示するものではなく,単 に平成 15年 度に交付した

新風会に対する政務調査費の一部について,そ の使途に疑間を提示し,包 括的 ・探

索的な監査を求める請求であり,住 民監査請求で認められるものではない。
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